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１ 地理分野からの出題です。 

 

問１ 河川の位置関係について問いました。地図を活用しての学習を心がけてほしいと思います。 

問２ (1) 基本的な学習事項でした。もう少し高い得点率を期待していました。 

(2) 確実に得点してもらいたい問題でした。 

問３ 東海地方の農業について出題しました。概ねよくできていました。 

問４ 三大工業地帯について出題しました。基本的な学習事項であり、高い得点率でした。 

問５ (1) 日本の貿易について出題しました。多くの受験生が理解できていました。 

(2) 貿易港と貿易品目の関係について問いました。概ねよくできていました。地理・歴史・公民分野を問わず、論述問題

はほぼ毎年出題しています。 

問６ (1) 基本的な学習事項でした。もう少し高い得点率を期待していました。 

(2) 伝統的工芸品について出題しました。「すべて選びなさい」という問題であったため、正答率は低くなりました。 

 

 

２ 歴史分野からの出題です。 

 

問１ 与えられた資料を踏まえて文章で答える問題でした。高い得点率でした。 

問２ 江戸時代の農業について出題しました。基本的な学習事項であり、概ねよくできていました。 

問３ もう少し高い得点率を期待していました。人物名は正確な漢字での学習を心がけてほしいと思います。 

問４ 基本的な学習事項であり、多くの受験生が理解できていました。 

問５ 織豊政権期に関する知識について問いました。概ねよくできていました。 

問６ 明治時代前半の時代整序問題でした。概ねよくできていました。 

問７ 一遍と空海について出題しました。もう少し高い得点率を期待していました。 

問８ 縄文時代について出題しました。高い得点率でした。 

問９ 基本的な学習事項であり、多くの受験生が理解できていました。 

問 10 文章から読み取れる情報を整理し、考えることで解答を導き出すことができます。高い得点率でした。 

 



 

３ 公民分野からの出題です。 

 

問１ 大日本帝国憲法について出題しました。やや難しい問題でした。 

問２ 文章から読み取れる情報を整理し、考えることで解答を導き出すことができます。概ねよくできていました。 

問３ 基本的な学習事項でした。もう少し高い得点率を期待していました。 

問４ 司法制度について出題しました。多くの受験生が理解できていました。 

問５ 戦後の日本の外交史について出題しました。概ねよくできていました。 

問６ 憲法改正について出題しました。高い得点率でした。 

問７ 法律の制定過程について出題しました。概ねよくできていました。 

問８ 社会権について出題しました。概ねよくできていました。 

問９ 地方自治に関して出題しました。やや難しい問題でした。 


